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研究成果の概要（和文）：　掘削孔の悪条件で、目標海底下5200 m深の65％深で掘削を終了した。孔底付近にお
いて最大水平応力が鉛直応力を超え始め、付加体岩石の摩擦強度は3000 m付近で最小となった。一方その変位速
度依存性は深度増加に伴い減少し、5000 m付近で中性となることが判明した。これはプレート境界深度で不安定
滑りを起こすことを示す。
　付加体先端の切迫度は応力場と断層の形状および間隙水圧などに大きく影響を受け、場所によって2倍以上の
開きがあることが分った。
　掘削孔内観測装置開発設置に成功、地震・間隙水圧の長期変動とゆっくり地震の同期が観測された。以上、切
迫度の海底下直接観測からのアプローチは大きく前進した。

研究成果の概要（英文）：  The riser drilling ended up at 65% depth of the target depth of 5200 mbsf 
due to bad hole conditions. The deepest part of the hole is under horizontal compression. Frictional
 strength of the accretionary rocks is the weakest at about 3000 mbsf due to smectite dehydration, 
while its velocity dependence decreases with depth and becomes neutral at about 5000 mbsf.  This 
suggests that seismogenesis is expected at the plate boundary.
  Slip urgency around a toe of the prism was examined from the reanalysis of the 3D seismic data 
set. The urgency is different more than two times by place to place and quite heterogeneous. 
Borehole observatory was developed and installed. Harmonized events of earthquake, change in fluid 
pressure, and slow slips were observed.  Thus, quantitative evaluation of the slip urgency is 
successfully progressed.

研究分野：プレートテクトニクス、構造地質学

キーワード： 減災　固体地球物理　地震　深海環境　地球観測
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　南海トラフにおける巨大地震、ゆっくり地震発生の切迫度を、地域的偏在性があるとはいえプレート境界断層
の有効強度に対する断層近傍の応力場の現況として描き出せたことは、切迫している状態を定量的に把握できる
ことを示した。このことは、地震発生予測が大変困難な中にあって学術的意義は大きい。またその状況をリアル
タイムにモニターする体制を確立したことは、早期警戒警報システムと連携させると防災減災に大きく貢献でき
る社会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
海洋プレートの沈み込む海溝域で発生する地震と津波は、放出されるエネルギー・被害とも他
と比較にならないほど大きい。これまで繰り返し発生し、多大な生命と財産が失われ続けてきた。
南海トラフで起こる地震・津波は、1300 年を超える、世界最長の繰り返し発生の歴史的記録が
ある。そして今後 30 年以内に再び起こる可能性が極めて高いと評価されている（文部科学省地
震調査研究推進本部）。この地震・津波の原因を科学的に明らかにし、発生予測の向上につなげ
ることは科学のみならず、人類の悲願であると言っても過言ではない。 
このような経緯から、日米欧など 25 ヶ国が参加する国際深海科学掘削計画（IODP）では、日
本が世界に先駆けて建造したライザー装置搭載の地球深部探査船「ちきゅう」による「南海トラ
フ地震発生帯掘削計画」を承認し、2007 年 9 月から掘削研究を実施してきた。これまで 13地点
で掘削を行い、延べ 230 名の研究者が参加し、総延長 35 km におよぶ掘削が施された。文部科学
省海洋開発審議会海洋開発分科会（2014 年 11 月）は、プレート境界までの掘削目標を達成して
地震・津波研究を飛躍させることを強く求めている。これまでの掘削研究の結果、南海トラフに
おいても東北地方太平洋沖地震と同様、過去にプレート境界の滑りが海溝まで達したことが実
証された。この研究成果を受けて中央防災会議では直ちに南海トラフで起こる地震・津波の最大
規模が見直され、防災対策の再検討へとつながっている。 
 
２．研究の目的 
南海トラフでは今世紀中に地震・津波の発生する可能性が極めて高いと懸念されている。
本研究では、これまで紀伊半島沖熊野灘において実施されてきた南海トラフ地震発生帯掘
削研究の総仕上げとして、プレート境界断層貫通掘削までの掘削時孔内検層、孔内設置受振
器による 3 次元鉛直地震探査、断層試料の摩擦実験、近傍からの繰り返し周回地震探査を
実施する。もって断層上盤の応力場・主応力と間隙水圧、プレート境界断層の摩擦強度を解
明し、それらを総合して地震・津波発生切迫度を定量的に評価することに挑戦する。 
 
３．研究の方法 

以下の方法と分担で進めた。 

研究総括（木村） 

分担研究者が進める課題の進捗を把握し、調整・総合して研究目的達成（切迫度評価）のため
の年次進行を推進する。また、本研究推進に欠かせない国際深海掘削計画（IODP）及び地球深部
探査船「ちきゅう」の運行に責任を持つ海洋研究開発機構との連携調整を本研究側から図る。 

地震探査・解析（木下および連携研究者） 

研究対象海域（紀伊半島沖）で既に得られている地震反射法による探査データを最新技術によ
って再解析を進め、物性・状態の正確な分布を把握する。 

孔内観測・解析・システム開発（荒木および連携研究者） 

IODP によって 3 地点に設置され、海底観測網に接続される掘削孔内観測装置の設計・開発・
設置を行い、開始される連続データの解析を進める。 

試料測定・実験（金川および連携研究者） 

これまでの南海掘削によって回収されている試料について物性・摩擦特性・水理学的特性につ
いて検討を進めるとともに、深部掘削によって回収予定の試料についても測定を進める。また、
試料の地質学的化学的測定についても連携研究者と共に進める。 

孔内検層・計測（山田および連携研究者） 

これまでの南海掘削によって回収されている孔内検層データと地震反射データなど物理探査
データをまとめるとともに、新たに掘削される超深度掘削データの解析を進め、地震発生断層上
盤と断層帯の物性と状態（応力場、間隙水圧比など）などを明らかにする。 

IODP との調整（江口） 

国際深海掘削計画（IODP）及び地球深部探査船「ちきゅう」の運行に責任を持つ海洋研究開発
機構との連携調整を海洋研究開発機構側から図る。 
 
プレート境界断層における剪断応力-有効摩擦強度比の観測推定に関する研究の進捗に遅れがあ
る、との研究進捗評価で指摘があった。予定深度への 5ヶ月にわたる掘削挑戦がなされたが、予
想を超える掘削孔の悪条件で断念せざるを得ず、この部分の目的は未了にならざるを得なかっ
た。しかし、そこに至る掘削孔内測定によって上盤応力状態の定量的観測は成功した。またゆっ
くり地震の頻発している南海トラフ直近のプレート境界先端部における切迫度の定量的把握は
成功した。 
 



４．研究成果 

地震探査・解析 

掘削孔内データから求めた応力場と、3D 構造データから求めた震源断層の形状から断層面上
の切迫度を推定した。その結果、南海トラフ地震発生断層上の切迫度は、応力場と同様、断層形
状にも大きく影響を受け、場所によって 2倍以上の開きがあることが示された。断層形状以外の
要素（間隙水圧異常など）が場所によって同程度異なることを示唆した。南海トラフ巨大地震震
源断層の現場状態（応力・圧力・温度等）を掘削により直接測定することが、地震発生の切迫度
評価を行う上で欠かせない要素であることが明らかとなった。 
 

 

図1．（左）紀伊半島沖南海トラフ地震発生帯周辺の地形図.★は1944年東南海地震および1946年南海地震
の震源,コンターは1944年地震の破壊域.「ちきゅう」による掘削地点を○で示した.（右）左の図の黄色
い四角の範囲内における,南海トラフ地震発生帯断層（図で「プレート境界」として示された面）上の
Slip tendency（Ts,地震滑りを起こしやすいかどうかの尺度の一つ）の分布.背景の垂直断面は3次元地震
探査で得られた速度構造.C0002はIODPライザー掘削孔（星印がこれまでの掘削が終了した深度）.図の左
方向が北になる. 
 

孔内観測・解析・システム開発 

三次元探査データを最新手法で処理した結果、これまでにない高解像度での地下構造形態を
把握することに成功した。同時に、この地域で発生している浅部低周波地震が三次元詳細地殻構
造、特にプレート境界断層の三次元的な屈曲形態に影響を受けていることなどを見出した。 
南海トラフ巨大地震震源断層の詳細な 3 次元地下形態を把握することは、地震発生の切迫度
評価を行う上で欠かせない要素であることが明らかとなった。 

試料測定・実験 

南海トラフ付加体泥質堆積物試料の摩擦強度は、スメクタイトの脱水の影響により海底下
3000 m 条件（温度 100℃）で最も小さくなった（図 2a）。一方、同試料の定常摩擦強度の変位速
度依存性は深度増加に伴って徐々に減少し、海底下 5000 m 条件（温度 150℃）でほぼ中性とな
った（図 2b）。 
主として泥質堆積物から成る南海トラフ付加体中では、温度 100℃に達する深度付近で含水粘
土鉱物の脱水により間隙水圧が上昇し、断層の強度が低下していると想定される。また、紀伊半
島沖超深度掘削孔地点では海底下約 5200 m にプレート境界断層が想定されているが、そこでは
地震性断層運動が起こり得ることが明らかとなった。また、断層帯試料の微焦点鉱物組成分析手
法の開発によって、断層メカニズム解明に新しい手法を確立した。 



 

図 2．IODP 掘削地点 C0002 の海底下 2183.6 m から採取された泥質堆積物試料の，海底下 1000 m，3000 
m，および 5000 m 条件下における摩擦実験結果（a）と、定常摩擦強度の変位速度依存性（a – b 値；b）
の深度変化．mbsf = meters below sea floor. 

孔内検層・計測 

南海トラフの海底孔内環境で長期観測を行える観測装置を開発し、孔内地震・間隙水圧等の長
期観測を実施した結果、南海トラフ沖合では繰り返しゆっくり滑りが発生していることがわか
った。観測されたゆっくり滑りが周囲の地震などによって誘発される様子も観測された。また、
孔内地震波計測からは、ゆっくり滑りと同期して地下の地震波速度が変化している可能性が示
唆された。 
ゆっくり滑りの発生の様式が明らかになったことは、プレート沈み込みに伴うプレート境界
域の形成過程と巨大地震発生へのプロセスに関する重要な制約条件を与えるものである。また、
海域でのゆっくり滑りの発生状況を今後連続的にモニタリングすることによって、巨大地震発
生サイクルにかかわるプレート間固着の状況を診断することが可能になると期待される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 3．2016 年 4月 1日の三重沖地震（Mw6.0）とその後に発生したスロー地震、および孔内観測による圧
力変化の検出． 
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 ４．巻
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有
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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 ２．論文標題  ５．発行年
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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10.1111/iar.12155

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Benchmarking analogue models of brittle thrust wedges
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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Schreurs, G., Buiter, S.J. H., , Boutelier, J., Burberry, C., Yamada Y. 計40名 92
 １．著者名
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有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
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Marine and Petroleum Geology 445-461

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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 ２．論文標題  ５．発行年
Stress state and its anomaly observations in the vicinity of a fault in NanTroSEIZE Expedition.
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How to solve controversies in Cenozoic tectonics in western Pacific margin

 ４．発表年

 １．発表者名

Seismic velocity monitoring using ambient noise records observed by cabled seafloor and borehole seismic observatories in
the Nankai Trough, Japan



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本地球惑星科学連合2019年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2019年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2019年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2019年大会（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Kimura, G., Yamaguchi, A., Hamada, Y. and Yabe, S.

Byrne, T., Kimura, G. and Wu, J.

Tobin, H., Hirose, T., Ikari, M., Kanagawa, K., Kimura, G., Kinoshita, M., Kitajima, H., Saffer, D., Yamaguchi, A., Maeda,
L., Nobuhisa, E. and Toczko, S.

 ４．発表年

 ４．発表年

Shiraishi, K., Yamada, Y., Kinoshita, M. and Kimura, G.

Grustal structure in the Nankai Trough Seismogenic zone based on renewed depth images and seismic attribute analysis

Microfabric analysis of damaged zone of principal shear zone in the frontal megathrust in the Nankai Trough

Plio-pleistocene plate interactions associated the Philippine Sea Plate

Deep Drilling at the Nankai Trough: IODP NanTroSEIZE Expedition 358 Summary and First Results

 ４．発表年

 ４．発表年



2019年

2019年

2019年

2019年

日本地球惑星科学連合2019年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2019年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2019年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2019年大会（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

Kanagawa, K., Nakanishi, T., Kuwana, M., Sawai, M. and Hirose, T.

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Slip tendency maps for compressional and extensional stress states on a shallow decollement in Nankai Trough

ドレライトおよび花崗岩の中速摩擦特性に対する背景温度の効果

石英質岩石の中速摩擦強度の支配要因

Frictional properties of opal gouge at low-temperature hydrothermal conditions and their implications for seismogenic
faulting along subduction-zone megathrusts

Hashimoto, Y., Sato, S., Moore, G., Kinoshita, M., Kimura, G., Miyakawa, A., Shiraishi, K. and Yamada, Y.

澤井みち代, 横山湧紀, 金川久一

金川久一, 杉田明日郁, 高橋美紀, 澤井みち代



2019年

2019年

2019年

2019年

日本地球惑星科学連合2019年大会（招待講演）（国際学会）

日本地球惑星科学連合2019年大会（国際学会）

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

 ２．発表標題

木下正高, 平田 直, 篠原雅尚, 入舩徹男, 鍵 裕之, 加藤照之, 小野重明, 道林克禎, 阿部なつ江, 稲垣史生, 小村健太朗, 小原一成

木下正高, 岩森 光, 西川友章, 安間 了, Lagarrigue S., 阿部なつ江, 横山由香, Espinosa A., Cortes A., Prado G., Bascunan I., 原
口 悟, 太田耕輔, 折橋裕二, 中尾魁史, 沼田 翔伍, 塩原 肇, 杉岡 裕子, 伊藤 亜妃, Nicolas, P.-E.

Mannu U., Kinoshita, M. and Gerya T.

佐々木肯太, 山野 誠, 川田佳史, 木下正高, 川村喜一郎

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2019年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2019年大会（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

チリ三重会合点におけるMR18-06'EPIC'航海レグ2調査概要

Nankai Trough Seismogenic Zone Experiment: Logging and sampling the seismogenic megathrust

北海道沖千島海溝の海側における熱流量測定

リアルタイム観測・大深度掘削・高圧実験の統合による沈み込み帯4D描像

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2019年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2019年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2019年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2019年大会（国際学会）

山口飛鳥, 谷 健一郎, 池原 実

白石和也, 新部貴夫, 山田泰広

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

白鳳丸によるサウスサンドイッチ弧観測計画：世界最南端島弧-海溝系の成立・進化過程の解明にむけて

海底地震計による地震探査・観測データのリバースタイム反射波イメージング

Kodiak付加体のアルバイトを伴う黒色断層岩の起源：地球化学分析からの制約

半遠洋性堆積物の続成作用に伴う摩擦・透水特性の変化

 １．発表者名

 １．発表者名

石川剛志, 山口飛鳥

岡崎啓史, 片山郁夫, 山口飛鳥



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

奥津なつみ, 芦 寿一郎, 山口 飛鳥

太田雄貴, 川幡穂高, 黒田潤一郎, 鈴木 淳, 荒岡大輔, 山口飛鳥, 阿部彩子

芦 寿一郎, 山口飛鳥, 奥津なつみ, 三澤文慶

大熊祐一, 山口飛鳥, 高下裕章, 福地里菜, 芦 寿一郎

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2019年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2019年大会（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

細粒タービダイトによる南海トラフ地震履歴解明に向けた基礎的研究

The spatial-temporal patterns of Indian monsoonal variations during the past 80 kyr recorded in NGHP-02 Hole 19B, western
Bay of Bengal: Implications from chemical and mineral properties

高分解能浅部構造探査と精密照準採泥による相模湾断層の活構造

高分解能SBPから得られた付加体斜面堆積盆の堆積構造とその形成過程の検討：室戸沖南海付加体の例

 １．発表者名

日本地球惑星科学連合2019年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2019年大会（国際学会）



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2019年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2019年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2019年大会（招待講演）（国際学会）

日本地球惑星科学連合2019年大会（国際学会）

鶴 哲郎, 清水史緒, 小川真由, 朴 進午, 古山精史朗, 荒井晃作, 井上卓彦, 郭 晨

Kioka, A., Tsuji, T., Otsuka, H. and Ashi, J.

Hendriyana, A. and Tsuji, T.

Araki, E., Yokobiki, T., Kimura, T., Nishida, S., Machida, Y. and Kodaira., S.

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

内浦湾における活断層イメージングのための三次元減衰プロファイリング

深海泥火山の山体内部深部のメタン濃度推定

Automated seismic event detection and localization: An application to long-period seismicity at Aso Volcano influenced by
large earthquake

Development of seafloor realtime observation network for crustal deformation in the Nankai Trough: tiltmeter installation

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2019年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2019年大会（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

池田達紀, 辻 健

 ２．発表標題

木戸元之, 荒木英一郎, 辻 健, 山本龍典, 川田佳史

石塚師也, 辻 健

澤山和貴, 蒋 飛, 石橋琢也, 辻 健, 藤光康宏

日本地球惑星科学連合2019年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2019年大会（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

雑微動の相互相関解析による南海トラフ周辺の地震波速度の時間変化

Assessing strike-slip motion at the Shionomisaki Canyon along the Nankai oblique subduction zone using acoustic ranging
system

PS干渉SAR解析を用いた熊本平野における地表変動の推定と地下水位との比較

デジタル岩石亀裂を用いた亀裂内流体流動・比抵抗・弾性 速度シミュレーションと実験値との比較

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2019年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2019年大会（国際学会）

椋本浩太, 辻 健, Hendriyana, A.

池田倫治, 辻 健, 辻 智大, 大西耕造, 西坂直樹

内田嗣人, 池田倫治, 辻 健, 大西耕造, 西坂直樹

二宮 啓, 池田達紀, 辻 健

日本地球惑星科学連合2019年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2019年大会（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Large gas reservoir in continental back-arc basin, revealed by automatic seismic velocity analysis in the Okinawa Trough

Porosity variation of fault rocks accompanied the Median Tectonic Line in Shikoku, southwestern Japan

Characteristics of inactive section of the Median Tectonic Line from drillcore samples in Shikoku, southwestern Japan

表面波トモグラフィ解析による火山地域の3次元S波速構造の推定

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2019年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2019年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2019年大会（国際学会）

物理探査学会 第140回(2019年度春季)学術講演会

Kimura, T., Tonegawa, T., Shiraishi, K., Araki, E., Nakamura, Y., Kaiho, Y., Fujie, G., Miura, S., Kodaira, S., Sakurai, N.,
Sanada, Y., Kido, Y., Kinoshita, M., Takahashi, N., Machida, Y., Nishida, S.

利根川貴志, 木村俊則

池田達紀, 辻 健

永田雄一郎, 辻 健, 宮本英昭, 川村太一, 新谷昌人, 石原吉明, 小川和律, 小林泰三, 唐牛 譲, 田中 智

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Active and passive seismic experiment during the IODP Exp. 358 deep riser drilling in the Nankai Trough, Japan

Short-period body wave (1-3 Hz) extraction from ambient noise records observed at seafloor and borehole in the Nankai
subduction zone

連続ウェーブレット変換を用いた表面波マルチチャンネル解析による位相速度の推定

Exploration of ice deposits on the Moon using continuous seismic source system

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

石油技術協会春季講演会

石油技術協会春季講演会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

柳澤達彦, 姫野 修, 呉 泓昱, Moe Kyaw, 山田泰広

 ２．発表標題

萩森一郎, 池田達紀, 辻 健

二宮 啓, 池田達紀, 辻 健

白石和也, 山田泰広, 新部貴夫

物理探査学会第140回(2019年度春季)学術講演会

物理探査学会第140回(2019年度春季)学術講演会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

南カスピ盆地北縁の海上油田を対象としたブレークアウト解析および応力場の推定

微動アレイ探査による３次元S波速度構造を用いた糸島半島の地盤増幅率の評価

微動を用いた広域3次元S波速度構造モデルの推定-自動表面波位相速度推定に向けて-

南海トラフ付加体における炭化水素ポテンシャル

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

石油技術協会春季講演会（国際学会）

SaltGiant workshop（招待講演）（国際学会）

辻 健

Yamada, Y.

Tsuji, T.

Ishitsuka, K. and Tsuji, T.

27th IUGG General Assembly（招待講演）（国際学会）

IEEE International Geoscience and Remote Sensing Symposium 2019 (IGARSS 2019)（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

"貯留層マネージメントに向けたデジタル岩石の利用：数値シミュレーション・ホモロジー・AIを用いたアプローチ"

Scientific ocean drilling vessel “Chikyu” and her recent scientific achievements

"Imaging, Monitoring and Modeling of the Earth: Our Past Works and Future Visions"

Mapping surface displacements and aquifer characteristics around the Kumamoto plain, Japan, using persistent scatterer
interferometry

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地震学会2019年度秋季大会

日本地震学会2019年度秋季大会

日本地震学会2019年度秋季大会

日本地震学会2019年度秋季大会

利根川貴志, 木村俊則, 白石和也, 荒木英一郎, 木下正高, 真田佳典, 三浦誠一,中村恭之, 小平秀一

鶴 哲郎, 朴 進午, 荒井晃作, 古山精史朗, 甘糟和男, 内田圭一, 小川真由, 清水史緒, 野徹雄, 中村恭之

木戸元之, 荒木英一郎, 辻 健, 山本龍典, 川田佳史

白石和也, 山田泰広, 中野優, 木下正高, 木村 学

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

「ちきゅう」掘削中の海底常時振動記録を用いた南海トラフ付加体の地震波速度構造モニタリング

沼津沖内浦湾における海中海底下イメージングの事例

南海トラフの斜め沈み込みによる横ずれ運動の可能性―潮岬海底谷での海底間音響測距観測―

南海トラフ熊野灘における三次元詳細地殻構造と浅部低周波地震の関係

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地質学会第126回学術大会山口大会（招待講演）

日本地質学会第126回学術大会山口大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

廣瀬丈洋, 木下正高, 木村 学, 山口飛鳥, 金川久一, Tobin H., Ikari M., Kitajima H., Saffer D., 前田玲奈, 江口暢久, Tockzo S.

 ２．発表標題

Kimura, G. and the Research Group of the Nankai frontal Thrust

Shiraishi, K., Yamada, Y., Nakano, M., Kinoshita, M., Kimura, G., Fujie, G. and Kodaira, S.

木村学, 木下正高, 金川久一, 金松敏也, 芦 寿一郎, 斎藤実篤, 廣瀬丈洋, 山田泰広, 荒木英一郎, 江口暢久, Toczko, S.

スロー地震合同研究集会2019

スロー地震合同研究集会2019

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

南海トラフ地震発生帯掘削計画（IODP 358次航海）におけるプレート境界断層に向けた超深度ライザー掘削：達成と今後

Microtectonics of the plate boundary frontal thrust beneath the Nankai accretionary prism

Detailed 3D crustal structures and very low frequency earthquakes: the Nankai trough off Kumano

南海トラフ地震発生帯掘削計画の科学的成果

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地質学会第126回学術大会山口大会

日本地質学会第126回学術大会山口大会

山口飛鳥, Ikari M., 木村 学, 前田玲奈, Toczko S.

矢部 優, 福地里菜, 濱田洋平, 木村 学

北村真奈美, Bedford J., Jin Z., Sranislowsli K., 曽根大貴, 北島弘子, Ikari M., 木村学, 山口飛鳥, 廣瀬丈洋, 金川久一, 木下正
高, Saffer D., Tobin H., 江口暢久, Toczko S., 久保雄介, 前田伶奈

橋本善孝, 佐藤茂行, 木村 学, 木下正高, 宮川歩夢, グレゴリー・ムーア, 中野 優, 白石和也, 山田泰広

日本地質学会第126回学術大会山口大会

日本地質学会第126回学術大会山口大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

IODP第358次航海乗船研究者IODP第358次航海におけるライザーレス掘削

電気検層データを用いた空隙率と温度構造の同時推定手法の開発

IODP Expedition 358 Scientists, Physical properties of the Nankai Trough at IODP Expedition 358

紀伊半島沖南海トラフ浅部デコルマ面上のスリップテンデンシーとダイレイションテンデンシーマップ

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地質学会第126回学術大会山口大会

日本地質学会第126回学術大会山口大会

日本地質学会第126回学術大会山口大会

日本地質学会第126回学術大会山口大会

岡崎啓史, 片山郁夫, 山口飛鳥

倉野紘彰, 山口飛鳥, 新井和乃, 芦 寿一郎

大熊祐一, 山田泰広, 高下裕章, 山口飛鳥, 芦 寿一郎

谷川 亘, 多田井修, 稲垣史生, 久保祐介, 山田泰広, 浦本豪一郎, 藤内智士, 倉野紘彰, 大熊祐一, Chikyu SCORE Exp. 910

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

半遠洋性堆積物の摩擦特性：続成作用の影響

三陸沖アウターライズにおけるイベント堆積物の認定

アナログ実験による海山沈み込みに伴う付加体表層の変形とその時空間変化の観察

日高トラフ海底堆積物の物理特性と低間隙率層の発達

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

JOGMEC-TRC ウィーク 2019 「オープンイノベーション＆デジタル技術」（招待講演）

物理探査学会 第141回(2019年度秋季)学術講演会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

二宮 啓, 池田達紀, 辻 健

 ２．発表標題

山田泰広

Tsuji, T.

辻 健

資源素材学会特別講演（招待講演）

UAE University - the Conference Auditorium of the Crescent Building, Fifth International Conference on Engineering
Geophysics (ICEG)（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

MeSO-netを用いた表面波トモグラフィ解析による首都圏の堆積層の3次元S波速度構造の推定

科学掘削におけるデータ利用の現状について

Permanent monitoring system using continuous and controlled seismic source: Monitoring of dynamic behaviors from smaller
reservoir to larger crust

間隙スケールの流動シミュレーション技術

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

物理探査学会 第141回(2019年度秋季)学術講演会

物理探査学会第141回(2019年度秋季)学術講演会

末本雄大, 池田達紀, 辻 健, 飯尾能久

池田達紀, 辻 健

悪原 岳, 辻 健, 利根川貴志

Tsuji, T.

地震研究所 共同利用研究集会

International Conference on Asia Pacific Mining and Metallurgy (APMM 2019)（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

表面波トモグラフィ解析を用いた地殻浅部におけ高解像度3次元S波速度構造の推定

デジタル岩石物理学による岩石の不均質性を考慮した弾性的特性のモデル化

レシーバ関数解析による南海トラフ付加体の地震波速度構造

Characterization of Gas-Hydrate and Free-Gas around Japanese Island"

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地熱学会 令和元年学術講演会

5th International Exchange and Innovation Conference on Engineering and Sciences (IEICES)（国際学会）

5th International Exchange and Innovation Conference on Engineering and Sciences (IEICES)（国際学会）

The 5th ISRM Young Scholars' Symposium on Rock Mechanics and International Symposium on Rock Engineering for Innovative
Future (YSRM2019 and REIF2019)（国際学会）

Andajani, R.D., Tsuji, T. and Hutapea, F.

Sawayama, K., Tsuji, T. and Fujimitsu, Y.

Sawayama, K., Ishibashi, T., Jiang, F. Tsuji, T. and Fujimitsu, Y.

澤山和貴, 石橋琢也, 蒋 飛, 辻 健, 藤光康宏

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

The impact of seasonal rainfall toward crustal pore pressure: Insight from seismic velocity change monitoring

Coupling approach of Lattice Boltzmann fluid simulation and Finite Element analysis of geophysical properties: application
to natural rock fracture in geothermal area

Changes in hydraulic, electric and mechanical properties with aperture closure: Insight from experimental and numerical
approaches

デジタル岩石亀裂を用いた比抵抗及び弾性波速度による浸透率推定手法の検討

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International Symposium on Earth Science and Technology(CINEST)（国際学会）

International Symposium on Earth Science and Technology(CINEST)（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Hutapea, F. L., Tsuji, T. and Ikeda, T.

 ２．発表標題

Ahmad, A. B. and Tsuji, T.

Takahashi, K. and Tsuji, T.

Yuhan, L. and Tsuji, T.

International Symposium on Earth Science and Technology(CINEST)（国際学会）

International Symposium on Earth Science and Technology(CINEST)（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Development of quasi-real time monitoring system of spatial seismic velocity variation on Kyushu Island using ambient noise

Automatic Interpretation of Nankai Trough seismic data using Convolutional Neural Networks (CNNs)

Tectonic history in Hidaka-oki basin and Sanriku-oki basin estimated by sedimentation rates using 3D seismic reflection data

Fault detection using pre-trained convolutional neural networks by synthetic seismic data

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International Symposium on Earth Science and Technology(CINEST)（国際学会）

International Symposium on Earth Science and Technology(CINEST)（国際学会）

Matsuura, R., Tsuji, T. and Ikeda, T.

Andajani, R. D., Tsuji, T., Ikeda, T. and Hutapea, F. L.

辻 健

Kimura, G., Tsuji, T., Yamaguchi, A. and Yamamoto, Y.

第5回理論応用力学シンポジウム（招待講演）

AGU Fall Meeting（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Analysis of seismic waves from continuous and controlled seismic signal system in Kyushu area

Impact of seasonal rainfall on crustal pore pressure: Insight from monitoring of seismic velocity changes

日本列島全域の地殻活動モニタリングとモデリング

Revisit of a tectonics linkage in the western Pacific margin since ~6Ma

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

AGU Fall Meeting（国際学会）

AGU Fall Meeting（国際学会）

AGU Fall Meeting（国際学会）

AGU Fall Meeting（国際学会）

Conin, M., Hamada, Y., Guerin, G., Moore, G.F., Otsubo, M., Ujiie, K., Dielforder, A., Regalla, C., John, B.E., Faulkner,
D., Yamaguchi, A., Ikari, M., Kimura, G., Kitajima, H., Saffer, D.M., Harold, T., Kinoshita, M., Toczko, S., Maeda, L. and
Eguchi, N.

Kinoshita, M., Hamada, Y., Kitajima, H., Sone, H., Saffer, D.M., Tobin, H.J., Kimura, G., Ikari, M., Hirose, T., Yamaguchi,
A., Kanagawa, K., Kimura, T., Maeda L. and Toczko, S.

Jin, Z., Bedford, J.D., Kitamura, M., Sone, H., Stanislowski, K., Hamada, Y., Kopf, A., Zhang, J., Kitajima, H., Saffer,
D.M., Hirose, T., Ikari, M., Kanagawa, K., Kimura, G., Kinoshita, M., Tobin, H., Yamaguchi, A., Eguchi, N. and Kubo, Y.

Sample, J.C., Dielforder, A., John, B.E., Regalla, C., Tripati, A.K., Yamaguchi, A., Yamamoto, Y., Ikari, M., Kimura, G.,
Kinoshita, M., Kitajima, H., Maeda, L., Saffer, D.M., Toczko S. and IODP Expedition 358 Science Party

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Stress state at the toe of the Nankai accretionary margin, with implications for characterization of the decollement

Heat flow and thermal regime in frontal region of Nankai accretionary prism off Kumano revealed from borehole APCT and
observatory thermal data

Physical properties of the Nankai Trough at Sites C0002, C0024 and C0025, IODP Expedition 358

Ages of Faulting and the Nature of Fluid-Rock Interactions in the Deep Nankai Accretionary Prism, IODP Site C0002, Japan

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

AGU Fall Meeting（国際学会）

AGU Fall Meeting（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Doan, M.L., Hamada, Y., Jeppson, T., Guerin, G., Tsuji, T., Yabe, S., Conin, M., Moore, G.F., Sanada, Y., Kido, Y., Saito,
S., Ber, E.L., Yamaguchi, A., Ikari, M., Tobin, H.J., Saffer, D.M., Kitajima, H., Kinoshita, M., Kimura, G., Hirose, T.,
Maeda, L., Toczko, S., Eguchi, N. and Kubo, Y.

 ２．発表標題

Tobin, H., Hirose, T., Ikari, M., Kanagawa, K., Kimura, G., Kinoshita, M., Kitajima, H., Saffer, D.M., Yamaguchi, A., Maeda,
L., Toczko, S. and Eguchi, N.

Hashimoto, Y., Sato, S., Kimura, G., Kinoshita, M., Miyakawa, A., Moore, G.F., Nakano, M., Shiraishi, K. and Yamada, Y.

Byrne, T.B., Wu, J. and Kimura, G.

AGU Fall Meeting（国際学会）

AGU Fall Meeting（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Insight on the physical properties of sediments within the Nankai inner accretionary prism, from repeated borehole
geophysics of NanTroSEIZE IODP expeditions 348 and 358

Attempted Ultradeep Drilling to the Nankai Trough Subduction Zone Plate Boundary: The Saga of IODP NanTroSEIZE Expedition
358

Stress heterogeneity on shallow decollement controls Very Low Frequency Earthquakes in Nankai Trough off Kii Peninsula

Geologic constraints on motion of the Philippine Sea Plate during the late Cenozoic: Implications of a CCW rotation in the
Pleistocene

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

AGU Fall Meeting（国際学会）

AGU Fall Meeting（国際学会）

Toczko, S., Otsubo, M., Sone, H., Toki, T., Wisbey, E., Wspanialy, A., Hirose, T., Ikari, M., Kanagawa, K., Kimura, G.,
Kinoshita, M., Kitajima, H., Saffer, D.M., Tobin, H.J., Yamaguchi, A., Eguchi, N. and Maeda, L.

Regalla, C., Yamamoto, Y., Ujiie, K., Dielforder, A., Dutilleul, J., Faulkner, D.R., John, B.E., Otsubo, M., Kimura, G.,
Ikari, M., Kitajima, H., Yamaguchi, A., Kanagawa, K., Kinoshita, M., Tobin, H.J., Saffer, D.M., Maeda, L. and Toczko, S.

Araki, E., Zumberge, M.A., Yokobiki, T., Nishida, S., Kimura, T., Machida, Y. and Kodaira, S.

Tonegawa, T., Kimura, T. and Araki, E.

AGU Fall Meeting（国際学会）

AGU Fall Meeting（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

The Value Of Real-Time Geomechanics During Riser Drilling Operations In Complex Environments: NanTroSEIZE IODP Exp 358 Case
Study

Structural observations across the Nankai accretionary prism, IODP Expedition 358 (NanTroSEIZE)

Observation of slow crustal deformation by seafloor fiber optic strainmeter connected to DONET seafloor cable observation
network

Near-field body-wave extraction from ambient seafloor noises in the Nankai subduction zone

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

AGU Fall Meeting（国際学会）

AGU Fall Meeting（国際学会）

AGU Fall Meeting（国際学会）

EGU General Assembly 2018（国際学会）

Uchida, H., Ikeda, M., Tsuji, T., Onishi, K. and Nishizaka, N.

Akuhara, T., Tsuji, T. and Tonegawa, T.

Koge, H., Yamada, Y., Ohde, A., Yamaguchi, A., Ashi, J.

Ikeda, M., Tsuji, T., Tsuji, T., Onishi, K. and Nishizaka, N.

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Paleostress analysis and fault property of the Median Tectonic Line in the central Shikoku, southwest Japan

Sediment compaction and fluid processes in the Nankai Trough forearc inferred from teleseismic body waves

Effect of a half-graben structure on formation of a shallow plate boundary fault in subduction zone with sandbox modelling

Characterization of a fault gouge region of the Median Tectonic Line in Shikoku, southwestern Japan

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2018年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2018年大会（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Abe, K., Kanagawa, K., Sawai, M., Inoue, A.

 ２．発表標題

Kinoshita, M., Shiraishi, K.,  Demetriou, E., Hashimoto, Y., Lin, W.

中西智哉, 金川久一, 澤井みち代

村山寛樹, 金川久一, 廣瀬丈洋, 古川 登

EGU General Assembly 2018（国際学会）

日本地球惑星科学連合2018年大会（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Frictional properties of accretionary sediments/rocks and their implications for the transition of aseismic to seismic
faulting at the Nankai Trough subduction zone

Geometrical dependence of the stress and slip tendency acting on the subduction megathrust of Nankai seismogenic zone off
Kumano

オパールガウジの低温熱水条件における摩擦特性に対する溶解－析出クリープの影響

大気中とアルゴン雰囲気中におけるめのうの中速摩擦強度

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2018年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2018年大会（国際学会）

Eguchi, T., Kanagawa, K., Sawai, M., Inoue, A.

矢引優太郎, 金川久一, 杉本達洋, 林 為人

Wspanialy, A., Y.W., H., Yamada, Y., Kyaw, M., Fischer, K., Herrera, A.R.

濱田洋平, 北村真奈美, 山田泰広, 真田佳典, 杉原孝充, 斎藤実篤, MOE KYAW, 廣瀬丈洋

日本地球惑星科学連合2018年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2018年大会（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Frictional properties of incoming sediments/rocks at shallow conditions of the Japan Trench subduction zone

日高変成岩類の比抵抗測定に基づく日高地殻の比抵抗構造

Nankai Trough An Introduction to 3D Geomechanical Modelling

南海トラフ付加体と前縁デコルマの連続強度断面:掘削パラメータを用いた強度推定法の確立と応用

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2018年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2018年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2018年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2018年大会（国際学会）

Shiraishi K., Yamada, Y., Fukuchi, R., Sanada, Y., Kinoshita, M., Kimura, G.

石川剛志、山口飛鳥

森下知晃, 山野 誠, 藤江 剛, 山口飛鳥, 小野重明

Kazuya, K., Yamada, Y., Moore, G., Kinoshita, M., Sanada, Y., Kimura, G.

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Deformation structures in the Nankai inner accretionary wedge integrating seismic data and borehole information

Chemical characteristics and source of the fluid involved in the black fault rocks in the Kodiak accretionary complex

海洋プレートの沈み込み直前域での改変実態解明に関連する掘削計画の現状と展望

Nankai Trough seismogenic zone structures revealed by improved 3D seismic images

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2018年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2018年大会（国際学会）

 ３．学会等名
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Surface sediment remobilization triggered by earthquakes in the Nankai forearc region

Localized fluid discharge in subduction zones: Insights from tension veins around an ancient megasplay fault (Nobeoka
Thrust, SW Japan)
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Ramirez, G. E., Fisher, D. M., Smye, A., Hashimoto, Y. and Yamaguchi, A.

Collett, T. S., Kumar, P., Shukla, K. M., Nagalingam, J., Lall, M. V., Yamada, Y., Schultheiss, P. J., Holland, M., Waite,
W. F. and NGHP Expedition 02 Scientific Party
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Discovery of fracture networks in the basal part of modern hydrothermal system in Okinawa Tough, SW Japan

Scaly fabrics and veins of tectonic melanges in the Shimanto Belt, SW Japan

India National Gas Hydrate Program Expedition 02 technical contributions

Equivalent formation strength as a proxy tool for exploring the existence and distribution of gas hydrates
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and IODP Expedition 370 Scientists

Eng, C., Jia, J. and Tsuji, T.
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Characterization of methane-hydrate formation inferred from insitu Vp-density relationship for hydrate-bearing sediment
cores obtained off the eastern coast of India

Structural characteristics of the decollement zone and underthrust sediments in the Nankai accretionary prism: Geologic
architectures in the Site C0023, IODP Expedition 370

Acoustic impedance inversion and porosity characterization of coalbed-bearing sediments offshore Shimokita peninsula,
Northeast Japan

Monte Carlo inversion for pore geometry and elastic moduli estimation of oceanic basalt of the Juan de Fuca Ridge
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International Symposium on Earth Science and Technology (CINEST) 2017（国際学会）
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Monitoring temporal changes of seismic velocity caused by the 2016 Kumamoto earthquake using cross-correlations of ambient
seismic noise

3D geological model in the Uchinomaki hot spring area using surface wave analysis

Development of surface wave analysis method for heterogeneous geological condition in geothermal field

Gas hydrate and free gas accumulations in the Kumano forearc basin in the Nankai trough: Insights from seismic velocity
analysis via automatic velocity picking algorithm
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Esri Canada User Conference - Vancouver 2017（国際学会）
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Cao, C. and Tsuji, T.
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Ikuo, K., Jiang, F. and Tsuji, T.
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Self-organizing map method for spatial mineral identification and mapping

Hydraulic property evolution of sheared fracture: Insight from digital rock approach

Numerical simulation and laboratory measurement of hydraulic and electric properties of digitalized fractures

Multiphase flow in sandstone controlled by capillary number, viscosity and wettability
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物理探査学会第137回学術講演会

Chhun, C., Kioka, A., Jia, J. and Tsuji, T.

高橋宏佑, 二宮　啓, 田　雄一郎, 末本雄大, 池田達紀, 辻　健, 林　宏一

荒木英一郎, 木村俊則, 町田裕弥, Saffer, D., Kopf, A.
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Hydrate and gas reservoirs in the Kumano forearc basin of the Nankai trough: Insights from automatic seismic velocity
picking

表面波探査による内牧温泉地域の地質構造：熊本地震で生じた水平変動のメカニズムの解明に向けて

南海トラフ海底孔内観測による浅部ゆっくり滑りの検出能力について

紀伊半島沖における脈動帯（0.1－2Hz）でのスロー地震
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平成29年度日本応用地質学会研究発表会

23rd Formation Evaluation Symposium of Japan

Kitada, K., Yamada, Y., Sanada, Y., Nozaki, T., Kumagai, H., Ishibashi, J.-I. and Maeda, L.

鶴　哲郎, 朴　進午, 榊原淳一, 高梨　将, 辻　健
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Characterization of seafloor hydrothermal deposits by gamma ray logging in the Izena Hole, the mid-Okinawa Trough

浅海域3D反射法地震探査のための多重発振振源の開発

Gamma ray logging at seafloor hydrothermal deposit in Izena hole offshore Okinawa

Tension veins as evidences of localized fluid discharge in subduction zones: An example of Nobeoka thrust, southwestern
Japan
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Shallow characterization and monitoring of the Aquistore CO2 storage site from spatially windowed surface-wave analysis with
a permanent seismic source

Characterization of fluid behavior in 3D digital fracture by shearing deformation and its Representative Elementary Volume
using Lattice Boltzmann Method

Gas hydrate and free gas accumulations in the Kumano forearc basin : Insights from seismic velocity analysis via automatic
picking algorithm

Fault and lithology from trench to coast on seismic profiles off Kii peninsula

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Joint Workshop on Slow Earthquakes 2017
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Slow earthquakes beneath the outer wedge of the Nankai prism and geologic structure of the wedge

Recurring shallow slow slip events observed in the NankaiTrough: need for low noise high sensitive observation network

Frictional properties of accretionary mud/mudstone samples and their implications for a transition of aseismic to seismic
faulting within the hanging wall of the Nankai Trough subduction zone

Frictional properties of mud sediments at PT conditions around the seismogenic updip limit of the Nankai Trough subduction
zone
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The 2017 International Forum on Geothermal Technology（国際学会）

長谷川亮太・山口飛鳥, 福地里菜, 北村有迅, 木村　学, 濱田洋平, 石川剛志
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延岡衝上断層帯の微細組織と流体依存性

浅部プレート境界断層への半地溝構造の沈み込みの影響

Digital rock physics for suitable reservoir managements

現在の日本列島のテクトニクスは~6Maにはじまった？
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Renovated 3D image of Nankai accretionary wedge and shallow seismogenic zone off Kumano through reprocessing of 3D seismic
data

地震波干渉法を用いたモニタリング：地震や噴火に伴う弾性波速度の変化とそのメカニズム

Gas hydrate and free gas distribution in the Nankai Subduction Margin: Insight from automatic seismic velocity picking

Monte Carlo inversion for pore geometry and elastic moduli estimation of oceanic basalt of the Juan de Fuca Ridge
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Seafloor deformation due to ocean tidal loading observed by seafloor cabled network

Reconstruction of recent 6 Ma thermal structure seaward of updip limit of Nankai seismogenic zone off Kumano inferred from
IODP NanTroSEIZE geothermal data and time-dependent numerical model

Evaluation of rock evolution process in seismogenic fault: Dynamic wave propagation modeling to the digitalized fault rocks

A temporal and spatial change in seismic velocity caused by the 2016 Kumamoto earthquake using crosscorrelations of ambient
seismic noise
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26th International Conference on Discrete Simulation of Fluid Dynamics（国際学会）

Gallais, F., Fujie, G., Kodaira, S., Miura, S., Boston, B., Nakamura, Y., Hackney, R. I., Saito S., Shiraishi, K., Kaiho,
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First insights into the deep structure of the eastern Australian passive margin using wide-angle seismic data: Crustal
segmentation from the Tasman Basin to the northern Lord Howe Rise

Formation of the Lord Howe Rise continental ribbon during eastern Gondwana breakup from multichannel seismic reflection data

Lattice Boltzmann approach for a coupled two-fluid kinetic theory of polymer solutions

Hydrocarbon accumulation controlled by tectonic activity in the subduction zone: Insight from advanced seismic velocity
analysis
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雑微動の相互相関解析を用いた熊本地震による弾性波速度変化のマッピング

南海トラフ熊野灘における三次元海上地震探査データの再解析と深度イメージング

66.伊予灘における反射法データを用いた中央構造線断層帯の深部構造の検討
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同時発振方式による浅海3D反射法地震探査のための振源テスト

A new perspective of the subduction zone derived from the Ocean Drilling Program for the Nankai Trough Seismogenic Zone
Experiments (NanTroSEIZE)

Seafloor observation network in the Nankai Trough to model dynamics in seismically coupled plate interface

Slow earthquakes in microseism frequency band (0.1-2 Hz) off Kii Peninsula
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Frontal thrust activity of the Nankai accretionary prism off the Kii Peninsula

Frictional properties of the Nankai Trough accretionary mud samples collected and cored from 944.6-3030.5 mbsf at IODP Site
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Hydrocarbon gas accumulation and mud volcanoes in the Nankai subduction margin: Insight from 3D seismic velocity analysis
using automatic picking algorithm

Improved 3D seismic image in Nankai Trough off Kumano

Scaly fabrics and veins of the Mugi and Makimine melange

Seismic attenuation profiling for imaging active faults within poorly reflective oceanic crust in Nankai Trough

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

JpGU-AGU Joint Meeting 2017（国際学会）

JpGU-AGU Joint Meeting 2017（国際学会）

白石和也・真田佳典・山田泰広・木下正高・Moore, G.

木下正高, 正木裕香, 谷川　亘, 濱田洋平, 野崎達生, 熊谷英憲, 山本啓之

木下正高・許　正憲・秋山敬太・稲垣史生・Verena, H.・諸野祐樹・IODP370次航海研究者

幾尾憲伍・蒋　飛・辻　健

JpGU-AGU Joint Meeting 2017（国際学会）

JpGU-AGU Joint Meeting 2017（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

南海トラフC0002掘削地点周辺の新たな3D地震探査イメージと既存孔井情報との対比

沖縄トラフ野甫熱水サイトにおける掘削孔近傍での海底温度・圧力計測の試み

室戸沖南海トラフ先端部デコルマの温度場・水理場予測－T-Limitsは温度限界か？－

格子ボルツマン法を用いたフラクチャー内の流体挙動の特徴化とその代表要素体積

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

JpGU-AGU Joint Meeting 2017（国際学会）

JpGU-AGU Joint Meeting 2017（国際学会）

JpGU-AGU Joint Meeting 2017（招待講演）（国際学会）

JpGU-AGU Joint Meeting 2017（国際学会）

藤田耕太郎, 大出晃弘, 高下裕章, 辻　健, 大塚宏徳, 山口飛鳥, 芦　寿一郎

Yamaguchi, A., Nakamura, Y., Ikehara, K., Kanamatsu, T., Arai, K., Fukuchi, R., Usami, K. and Ashi, J.

Yamaguch, A. and Raimbourg, H.

佐藤　旬・石橋純一郎・辻　健

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

第二渥美海丘西斜面の海底地すべりの高解像度浅部地下構造探査

Heterogeneous distribution of pelagic input sediments in the Japan Trench and its impact on seismic slip propagation

Raman spectra of carbonaceous materials within the black fault rocks in Kodiak accretionary complex

熊本県阿蘇カルデラ内牧温泉の地球化学的特徴と熊本地震前後の変動

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

JpGU-AGU Joint Meeting 2017（招待講演）（国際学会）

JpGU-AGU Joint Meeting 2017（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

北村有迅, 冨安卓磁, 亀田　純, 児玉谷仁, 山口飛鳥, 清家弘治, 川端訓代

 ２．発表標題

Fukuchi, R., Yamaguchi, A., Ito, H., Yamamoto, Y. and Ashi, J.

Fukuchi, R., Yamaguchi, A., Ito, H., Yamamoto, Y. and Ashi, J.

Kuwabara, H., Ogawa, N., Yamaguchi, A., Kagoshima, S., Sano, Y. and Irihune, T.

JpGU-AGU Joint Meeting 2017（国際学会）

JpGU-AGU Joint Meeting 2017（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

日奈久断層帯八代海区間における海底地すべりとその底質環境影響評価に関する調査計画

Warm memories of the Shikoku Basin recorded within the Nankai inner accretionary wedge

Evolutionary process of the Nankai inner accretionary prism estimated by vitrinite reflectance analysis and zircon U-Pb age
dating of deep borehole samples

Fluorine and chlorine fractionation during magma ocean solidification: Implications for the origin and abundance of
terrestrial halogens

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

JpGU-AGU Joint Meeting 2017（国際学会）

JpGU-AGU Joint Meeting 2017（国際学会）

長谷川亮太, 山口飛鳥, 北村有迅, 石川剛志, 福地里菜, 芦　寿一郎

高下裕章, 山田泰広, 大出晃弘, 山口飛鳥, 桑野　修, 芦　寿一郎

Kimura, T., Mikada, H., Araki, E. and Machida, Y.

Masaki, Y., Komori, S., Saitoh, M., Kret, K., Minamide, K, Ohno, M., Yamamoto, H., McIntosh, I., Tanikawa, W., Nozaki, T.,
Kumagai, H., Ishibashi, J.-I., Maeda, L. and CK16-05 on board scientist members

JpGU-AGU Joint Meeting 2017（国際学会）

JpGU-AGU Joint Meeting 2017（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

延岡衝上断層をはさむボーリングコアの主要・微量元素の規定的要因

Continuous formation processes of the shallow plate boundary fault in the Japan Trench reproduced by analog modeling
experiments

Monitoring seismic velocity changes caused by offshore earthquakes using DONET ambient noise records

Results of physical property measurements obtained during the CHIKYU cruise CK16-05 of hydrothermal fields at the middle
Okinawa Trough

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

JpGU-AGU Joint Meeting 2017（国際学会）

JpGU-AGU Joint Meeting 2017（国際学会）

JpGU-AGU Joint Meeting 2017（国際学会）

JpGU-AGU Joint Meeting 2017（国際学会）

Yamada, Y., Yamamoto, Y. and IODP370 scientists

Yamada, Y., Saito, S., Hsiung, K.-H., Lin, A. T.-S., and Liu, C.-S.

Sanada, Y., Yamada, Y., Kitada, K., Nozaki, T., Kumagai, H., Ishibashi, J.-I., Maeda, L. and CK16-05 Cruise members

Fuchida, S., Yamagishi, T., Koshikawa, H., Kawachi, M., Fukuhara, T., Kumagai, H., Nozaki, T., Ishibashi, J.-I., Maeda, L.
and CK16-05 shipboard scientists

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Initiation process of frontal thrust at accretionary prism

Episodic tectonic uplifting/erosion and sedimentation offshore southern Taiwan, a possible target of scientific ocean
drilling

Discussion on gamma ray and temperature downhole logging data at sea-floor hydrothermal deposit in Izena Hole off-shore
Okinawa

Evaluation of metal dissolution from fresh hydrothermal core samples collected at Izena Hole during CK16-05 and rapid
detection of their toxicity on marine phytoplankton community; Environmental impact assessment for seafloor metal-mining

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

JpGU-AGU Joint Meeting 2017（国際学会）

JpGU-AGU Joint Meeting 2017（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

山田泰広, 斎藤実篤, Hsiung, K.-H., Lin, A. T.-S., Liu, C.-S

 ２．発表標題

Kumagai, H., Ishibashi, J.-I., Nozaki, T., Maeda, L., Yamada, Y., Saruhashi, T., Kyo, M. and CK16-05 On-board Members

高澤栄一, 道林克禎, 田村芳彦, 森下知晃, 山田泰広, モーキョートー, 斎藤実篤

山田泰広, 斎藤実篤, モーキョー, 濱田洋平, 山本由弦, 氏家恒太郎

JpGU-AGU Joint Meeting 2017（国際学会）

JpGU-AGU Joint Meeting 2017（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

台湾での隆起削剥と堆積場：台湾沖掘削計画の概要

Okinawa Trough of coring, logging using geothermal tool and refit of long-term monitoring apparatus

地殻－マントル境界のダイナミクスと物性を明らかにするオマーン掘削プロジェクト

掘削実験

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

JpGU-AGU Joint Meeting 2017（国際学会）

JpGU-AGU Joint Meeting 2017（国際学会）

濱田洋平, 北村真奈美, 山田泰広, 真田佳典, モーキョー, 廣瀬丈洋

山田泰広, 山本由弦, 稲垣史生, Heuer, V., 諸野祐樹, 久保雄介, IODP370乗船研究者

真田佳典, 山田泰広, 北田数也, 野崎達生, 熊谷英憲, 石純一郎, 前田玲奈, CK16-05乗船者

Kinoshita, M., Araki, E., Kimura, T., Kopf, A., Saffer, D., Toczko, S. and IODP Expedition 365 Scientists

JpGU-AGU Joint Meeting 2017（国際学会）

EGU General Assembly 2017（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

掘削パラメータを用いた地層の連続強度推定：NanTro SEIZEサイトC0002での例

付加体先端部での断層形成過程

沖縄伊是名海穴の海底熱水鉱床における自然ガンマ線と温度と圧力検層データの考察

Reconstruction of recent ~10Ma thermal structure seaward of updip limit of Nankai seismogenic zone off Kumano inferred from
IODP NanTroSEIZE geothermal data and time-dependent numerical model

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

EGU General Assembly 2017（国際学会）

EGU General Assembly 2017（国際学会）

EGU General Assembly 2017（国際学会）

Workshop on Offshore Geophysical Monitoring of Cascadia for Early Warning and Hazards Research（招待講演）（国際学会）

Kioka, A., Tsuji, T., Otsuka, H. and Ashi, J.

Ikehara, K., Kanamatsu, T., Usami, K., Arai, K., Yamaguchi, A. and Fukuchi, R.

Araki, E., Kimura, T., Machida, Y., Yokobiki, T., Nishida, S., Kawaguchi, K., Kyo, M., Saruhashi, T., Toczko, S., Saffer, D.
and Kopf, A.

Ishitsuka, K., Matsuoka, T. and Tsuji, T.

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Methane concentration inside a submarine mud volcano examined through seismic velocity profiles

Turbidite evidence on repeated generation of the 2011 Tohoku-oki-like earthquakes along the Japan Trench

Real-time borehole observatories in the Nankai Trough

Post-seismic displacement around the Kanto plain, japan after the 2011 Tohoku earthquake and the implication to subsurface
structure

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

ブルーアース2017

ブルーアース2017

 ３．学会等名

 ３．学会等名

海宝由佳・小平秀一・藤江　剛・斎藤実篤・Flora Gallais, F.・Boston, B.・大平　茜・白井太朗・白石和也・川村善久・三浦誠一・山
田泰広・KR16-05乗船研究者一同

 ２．発表標題

Tsuji, T.

Tsuji, T.

白石和也・Moore G.・山田泰広・木下正高・真田佳典・木村　学

International Workshop on the 2016 Kumamoto Earthquake（招待講演）（国際学会）

4th International Geoscience Symposium "Precambrian World 2017"（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Lord Howe Riseプロジェクト－地殻構造からのアプローチ

Horizontal sliding of Uchinomaki hot spring area during the 2016 Kumamoto earthquake: Insight from satellite data, field
observations and direct borehole measurements

Modeling of rock evolution process: Insight from digital rock physics

熊野灘三次元地震探査データの再解析による新しい地殻構造イメージ

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2016年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

京都地盤研究会第63回研究会（招待講演）

物理探査学会・深田地質研究所共催シンポジウム「物理探査の評価と解釈の最前線」（招待講演）

山田泰広

辻　健

山田泰広

Kimura, G., Koge, H., Tsuji, T. and Moore, G.

A3 Foresight Program（招待講演）

AGU 2016 Fall Meeting（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

地球探査船による地球の診断と地盤調査の関わり

デジタルロックを利用した地盤のモデル化と探査データの解釈

Science to explore subsurface

Latest-Miocene onset of Nankai Trough Subduction due to regional Change in Plate tectonic Framework

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

AGU 2016 Fall Meeting（国際学会）

AGU 2016 Fall Meeting（国際学会）

AGU 2016 Fall Meeting（国際学会）

AGU 2016 Fall Meeting（国際学会）

Hamahashi, M., Tsuji, T., Saito, S., Tanikawa, W., Hamada, Y., Hashimoto, Y. and Kimura, G.

Ramirez, G. E., Fisher, D., Yamaguchi, A. and Kimura, G.

Kanagawa, K., Hoshino, K., Abe, K. and Sawai, M.

Shiraishi, K., Moore, G., Yamada, Y., Kinoshita, M. Sanada, Y. and Kimura, G.

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Core-log-seismic integrative study of a subduction zone megasplay fault -An example from the Nobeoka Thrust, Shimanto Belt,
Southwest Japan

Scaly fabrics and veins of the Mugi and Makimine melanges in the Shimanto belt, SW Japan

Frictional properties of the Nankai Trough accretionary mud samples collected from 1000-3000 mbsf at IODP Site C0002

Improved 3D seismic images of dynamic deformation in the Nankai Trough off Kumano

 １．発表者名



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

AGU 2016 Fall Meeting（国際学会）

AGU 2016 Fall Meeting（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Yamada, Y., Lin, A. T.-S., Liu, C.-S. and Saito, S.

 ２．発表標題

Park, J.-O.

Kido, M., Ashi, J., Tsuji, T. and Tomita, F.

Hackney, R., Yamada, Y., Grice, K., Kuroda, J., Whiteside, J. H., Coolen, M. J. L., Inagaki, F., Arculus, R., Miller, R.D.,
Saito, S. and LHR IODP Science Team

AGU 2016 Fall Meeting（国際学会）

AGU 2016 Fall Meeting（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Episodic uplifting, erosion and sedimentation of Taiwan, a possible target of scientific ocean drilling

Variation in porosity of the Nankai Trough incoming sediments off the Kii Peninsula, Southwest Japan

Measuring relative motions across a fault using seafloor transponders installed at close range to each other based on
differential GPS/acoustic technique

Lord Howe Rise deep stratigraphic drilling: tectonics, climate and ancient life

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

AGU 2016 Fall Meeting（国際学会）

AGU 2016 Fall Meeting（国際学会）

Tanikawa, W., Yamada, Y., Sanada, Y., Kubo, Y. and Inagaki, F.

Saito S., Hackney, R., Bryan, S., Kimura, J.-I., Miller, R. D., Arculus, R., Mortimer, N., Collot, J., Tamura, Y., Yamada,
Y. and LHR IODP Science Team

Gallais, F., Kodaira, S., Fujie, G., Miura, S., Kaiho, Y., Yamada, Y., Saito, S., Shiraishi, K., Boston, B., Nakamura, Y.,
Hackney, R. I., Nichol, S., Bernardel, G. and Mitchell, C.

Boston, B., Kodaira, S., Nakamura, Y., Miura, S., Fujie, G., Kaiho, Y., Shirai, T., Yamada, Y., Saito, S., Shiraishi, K.,
Gallais, F., Hackney, R. I., Nichol, S., Bernardel, G. and Mitchell, C.

AGU 2016 Fall Meeting（国際学会）

AGU 2016 Fall Meeting（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Permeability structure and its influence on microbial activity at off-Shimokita basin, Japan

The Lord Howe Rise continental ribbon: a fragment of eastern Gondwana that reveals the drivers of continental rifting and
plate tectonics

First insights into the deep structure across the Tasman Basin and Lord Howe Rise from wide-angle seismic data

The Lord Howe Rise: new views of the enigmatic continental ribbon breakup from multi-channel seismic reflection data

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

AGU 2016 Fall Meeting（国際学会）

AGU 2016 Fall Meeting（国際学会）

Hungary-Japan (HAS-JSPS) Workshop on Physics of Rheology and Fracture（招待講演）（国際学会）

Forum "Math-for-Industry"（招待講演）（国際学会）

Araki, E., Saffer, D. M., Kopf, A., To, A., Ide, S., Nakano, M., Kimura, T. and Machida, Y.

Tsuji, T.

Tsuji, T.

Hamada, Y., Kitamura, M., Yamada, Y., Sanada, Y., Moe, K. and Hirose, T.

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Sequence of slow slip events and low frequency earthquakes in the shallow part of the Nankai Trough seismogenic zone
observed by seafloor observation network

Fault displacement and fluid in the earth

Mathematical descriptions of rock pore geometry and its evolution

Continuous depth profile of mechanical properties in the Nankai accretionary prism based on drilling performance parameters

 １．発表者名



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

海洋調査技術学会第28回研究成果発表会

Society of Exploration Geophysicists 86th Annual Meeting（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Minato, S., Ghose, R., Tsuji, T., Ikeda, M. and Onishi, K.

 ２．発表標題

Singh, S., Jiang, F. and Tsuji, T.

Ikeda, T. and Tsuji, T.

荒木英一郎・木村俊則・町田裕弥・川口勝義・許　正則・猿橋具和・Toczko, S.・横引貴史・西田周平・Saffer, D.・Kopf, A.

13th Conference on Greenhouse Gas Control Technologies（国際学会）

13th Conference on Greenhouse Gas Control Technologies（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Modeling and imaging multiply generated and scattered tube waves due to multiple hydraulic fractures

Influence of slip flow at fluid-solid interface upon permeability of natural rock

Robust subsurface monitoring using a continuous and controlled seismic source

長期孔内観測システムの開発と南海トラフ地震発生帯での観測

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Society of Exploration Geophysicists 86th Annual Meeting（国際学会）

神戸大学－海洋研究開発機構包括連携シンポジウム（招待講演）

Ikeda, T., Tsuji, T., Takanashi, M., Kurosawa, I., Nakatsukasa, M., White, D., Worth, K. and Roberts, B.

山田泰広

Araki, E., Kimura, T., Machida, Y., Yokobiki, T., Nishida, S., Kawaguchi, K., Kyo, M., Saruhashi, T., Toczko, S., Saffer, D.
and Kopf, A.

坪井誠司・堀川博紀・高江洲盛史・末木健太朗・荒木英一郎・園田　朗・高橋成実

Techno-Ocean 2016 ~Return to the Oceans~（国際学会）

日本地震学会2016年度秋季大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Time-lapse monitoring of shallow subsurface in the Aquistore CO2 storage site from surface-wave analysis using a continuous
and controlled seismic source

なぜ今私たちは海をめざすのか

Deep seafloor borehole observatories for seismogenic zone monitoring

地震研究情報データ提供システム（J-SEIS）の開発（2）

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地震学会2016年度秋季大会

日本地震学会2016年度秋季大会

日本地震学会2016年度秋季大会

Subduction Zone Observatory Workshop（国際学会）

鶴　哲郎・野　徹雄・藤江　剛

Gallais, F., Kodaira, S., Miura, S., Fujie, G., Yamada, Y., Saito, S., Shiraishi, K., Boston, B., Nakamura, Y., Hackney, R.,
Nichol, S., Bernardel, G., Mitchell, C. and IODP 871-CCP Proponent Team

Araki, E., Kimura, T., Machida, Y., Yokobiki, T., Nishida, S. and Kawaguchi, K.

辻　健・石橋純一郎・鎌田龍一

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

反射法地震探査データを用いた地震波減衰構造の推定法と火山岩地域への適用

The Lord Howe Rise: newly-acquired multi-channel and wide-angle seismic data to study an enigmatic continental ribbon

Filling observational gap of seafloor dynamics in seismic cycles by seafloor borehole observation network

熊本地震における内牧温泉域の水平移動の直接観測

 １．発表者名



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本数学会2016年度秋季総合分科会数学連携ワークショップ－物質材料科学に潜む『数理』を探る－

Joint Workshop on Slow Earthquakes 2016

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Araki, E., Saffer, D., Kopf, A., Kimura, T., Machida, Y., Ide, S., Nakano, M. and Toh, A.

 ２．発表標題

Yamada, Y.

Eng, C., Ikeda, T. and Tsuji, T.

辻　健

22nd Formation Evaluation Symposium of Japan（招待講演）

22nd Formation Evaluation Symposium of Japan

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Slow slip events observed by seafloor borehole observatories in the Nankai Trough

Data-driven science: Challenges of scientific drilling

Elastic properties of fault core samples using digital rock physics: Insight into seismogenic fault characterization

天然岩石の間隙形状の数学的な記述方法

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地質学会第123年学術大会

日本地質学会第123年学術大会

木村　学・高下裕章・辻　健・Moore, G.

亀田　純・岡本　敦・佐藤公法・藤本光一郎・木村　学

星野紘輝・阿部浩典・澤井みち代・金川久一

阿部浩典・星野紘輝・澤井みち代・金川久一

日本地質学会第123年学術大会

日本地質学会第123年学術大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Latest-Miocene onset of Nankai Trough Subduction due to regional change in plate tectonic framework

日本海溝におけるチャートの変形・続成過程

IODP掘削地点C0002の海底下1000~3000mから採取された、南海トラフ付加体泥質堆積物試料の摩擦特性

白亜系四万十帯構成岩類の震源域条件における摩擦特性

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地質学会第123年学術大会

日本地質学会第123年学術大会

CEOS (The Committee on Earth Observation Satellites) Calibration and Validation Workshop 2016

35th International Geological Congress（国際学会）

黒田潤一郎・斎藤実篤・臼井洋一・安藤卓人・萩野恭子・熊　かん昕・山田泰広

Ishitsuka, K., Tsuji, T. and Matsuoka, T.

Hackney, R., Yamada, Y., Grice, K., Kuroda, J., Whiteside, J. H., Coolen, M. J. L., Inagaki, F., Arculus, R., Muller, R. D.,
Saito, S. and LHR IODP Science Team

濱田洋平・北村真奈美・山田泰広・真田佳典・モーキョー・廣瀬丈洋

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Lord Howe Rise掘削コア (DSDP Site 208) の白亜系－旧成系（古第三系）境界層の地球化学的特徴

Optimal interferometric combinations selection for InSAR time-series analysis using coherence and baseline distribution

Lord Howe Rise deep stratigraphic drilling: tectonics, climate and ancient life

掘削パラメータを利用した南海トラフC0002サイトにおける連続的な岩石強度の推定

 １．発表者名



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

AOGS 13th Annual Meeting（国際学会）

AOGS 13th Annual Meeting（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Kinoshita, M. and Miyakawa, A.

 ２．発表標題

山田泰広

Kimura, G. and Kinoshita, M.

Tobin, H., Kinoshita, M., Saffer, D. and Kimura, G.

石油技術協会探鉱技術委員会砂岩分科会

AOGS 13th Annual Meeting（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Geothermal restoration in the Nankai Trough seismogenic zone: Challenge toward improved assessment of the fault strength

Lord Howe Rise Drilling

Long-term and large-scale tectonic framework controlling the seismogenic subduction zone earthquake -A case study in the
Nankai Trough-

IODP NanTroSEIZE drilling project: Structure and state of stress in the Nankai subduction megathrust fault zone and wedge

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

AOGS 13th Annual Meeting（国際学会）

講演会“資源開発工学の展望～探査工学・海底資源開発の最前線”（招待講演）

Ikeda, T., Jiang, F. and Tsuji, T.

辻　健

Tsuji, T.

Tsuji, T.

Study Group Workshop 2016（招待講演）

SEG-AGU Workshop: Upper Crust Physics of Rocks（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Digital rock physics for evaluating effects of CO2 saturation on seismic velocity in natural sandstone

次世代の貯留層モデリングとモニタリングに向けたデジタル岩石物理

Description of heterogeneous rock pore structures using mathematical methods

Digitization of natural rocks for estimation of the hydrologic and elastic properties

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Australian Earth Science Convention 2016（国際学会）

Australian Earth Science Convention 2016（国際学会）

Deep Carbon Observatory Origins and Visualization Workshop（招待講演）（国際学会）

AAPG 2016 Annual Convention and Exhibition（国際学会）

Hackney, R., Yamada, Y., Saito, S., Grice, K., Kuroda, J., Whiteside, J., Coolen, M., Inagaki, F., Arculus, R., Muller, R.D.
and LHR IODP Science Team

Yamada, Y.

Yamada, Y. and Moe, K. T.

Kodaira, S., Miura, S., Fujie, G., Kaiho, Y., Shirai, T., Yamada, Y., Saito, S., Shiraishi, K., Hackney, R., Bernardel, G.
and Nichol, S.

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Deep stratigraphic drilling for tectonics, climate and ancient life on the Lord Howe Rise continental ribbon

Detailed process of thrust initiation at deformation front of the Nankai accretionary prism and its impact to fluid

Borehole informatics: data integration challenges of scientific drilling

Geophysical framework of the Lord Howe Rise: Characterisation of candidate International Ocean Discovery Program (IODP) deep
drilling sites

 １．発表者名



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2016年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2016年大会（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

福地里菜・山口飛鳥・亀田　純・木村　学, 芦　寿一郎

 ２．発表標題

木村　学・橋本善孝・山口飛鳥

木村　学

浜橋真理・Screaton, E.・谷川　亘・橋本善孝・Martin, K.・斎藤実篤・木村　学

日本地球惑星科学連合2016年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2016年大会（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

九州四万十帯延岡衝上断層における断層帯中軸部の変化に富んだ化学組成

早期新生代太平洋におけるプレート運動大編成と大陸縁辺付加体に残された記録

大時空間スケールから見た地震発生沈み込み帯のテクトニックな枠組み－南海トラフの例－

コスタリカ沖前弧ウェッジの固結を支配する隆起過程と沸石沈殿

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2016年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2016年大会（国際学会）

大坪　誠・宮川歩夢・北島弘子・佐藤活志・山口飛鳥・木村　学

Shiraishi, K., Kinoshita, M., Moore, G., Sanada, Y., Yamada, Y. and Kimura, G.

Hoshino, K., Abe, K., Sawai, M. and Kanagawa, K.

Abe, K., Hoshino, K., Sawai, M. and Kanagawa, K.

日本地球惑星科学連合2016年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2016年大会（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

鉱物脈の姿勢情報を用いた沈み込み帯地震発生域での応力および岩石強度推定：延岡衝上断層周辺付加体での例

Improvement of 3D MCS data processing by advanced technology in Nankai trough

Frictional properties of the Nankai Trough accretionary mud samples collected from 1000-3000 mbsf at IODP Site C0002

Frictional properties of the Northern Shimanto Belt rocks at a seismogenic pressure and temperature condition

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2016年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2016年大会（招待講演）（国際学会）

日本地球惑星科学連合2016年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2016年大会（国際学会）

木下正高・後藤秀作

白石和也・木下正高・真田佳典・Moe, K.・山田泰広

木戸元之, 芦　寿一郎, 辻　健, 富田史章

木下正高・正木裕香・濱田洋平・谷川　亘・熊谷英憲・野崎達生

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

南海トラフ泥火山の熱・物質輸送から地震発生帯の状態を推定する試み

南海トラフ地震発生帯掘削に関わる地震探査データの統合解析

近接設置した海底局からの音波の走時差を用いた局所地殻変動計測－日本海溝断層地形の挙動のモニタリング－

海底熱水循環系の時空間スケールに対する考察：沖縄トラフ熱水域の孔内・海底熱流量からの推定

 １．発表者名



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2016年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2016年大会（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Saito, S., Hackney, R., Yamada, Y., Grice, K., Kuroda, J., Whiteside, J., Coolen, M., Inagaki, F., Arculus, R. and Muller,
D.

 ２．発表標題

Ikeda, T. and Tsuji, T.

Eng, C., Ikeda, T. and Tsuji, T.

辻　健・石塚師也・池田達紀・松岡俊文

日本地球惑星科学連合2016年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2016年大会（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Lord Howe Rise Drilling: Deep stratigraphic record for the Cretaceous eastern Gondwana margin

Spatial and temporal variation of stress state in east Japan during the 2011 Tohoku-oki earthquake: Insights from S-wave
splitting analysis from ambient noise records

Characterization of Nankai seismogenic fault by applying dynamic wave propagation simulation to digital rock models

干渉SAR解析と現地調査による2016年熊本地震で活動した断層と火山岩体との関係

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2016年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2016年大会（国際学会）

Hackney, R.・山田泰広・Grice, K.・黒田潤一郎・Whiteside, J., Coolen, M.・稲垣史生・Arculus, R.・Muller, D.・斎藤実篤・西　弘
嗣

山田泰広・林　殿順・劉　家

山田泰広・Moe, K.

桑野　修・堀　高峰・阪口　秀・西浦泰介・古市幹人・山本美希・山田泰広

日本地球惑星科学連合2016年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2016年大会（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ロードハウライズ掘削計画の概要

台湾南西沖海洋科学掘削計画の概要

掘削情報科学

大規模超高精度砂箱実験－フロンタルスラスト形成に先立つ予兆現象の精密測定－

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2016年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2016年大会（国際学会）

8th International Conference on Porous Media & Annual Meeting（国際学会）

日本リモートセンシング学会第60回学術講演会

Jiang, F. and Tsuji, T.

Tsuji, T., Jiang, F., Ikeda, T. and Christensen, K.

石塚師也・辻　健・松岡俊文

Miyakawa, A. Yamada, Y. and Otsubo, M.

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Numerical simulations of three-phase relative permeability in Berea sandstone using lattice Boltzmann method

Immiscible fluid displacement patterns under various reservoir conditions and their influence on geophysical properties

InSAR時系列解析における推定精度を考慮したピクセル毎の基線長閾値の選定法

Stress changes and the displacement of an out-of-sequence thrust in an accretionary wedge

 １．発表者名



2016年

2016年

2015年

2015年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地質学会第122年学術大会

日本地質学会第122年学術大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

大坪 誠, 宮川歩夢, 川崎令詞, 佐藤活志, 山口飛鳥, 木村 学

 ２．発表標題

Minato, S., Ghose, R., Tsuji, T., Ikeda, M. and Onishi, K.

Yamada, Y., Dotare, T., Adam, J., Hori, T. and Sakaguchi, H.

浜橋真理, スクリートン・エリザベス, 谷川 亘, 橋本善孝, マーティン・キララ, 斎藤実篤, 木村 学

EGU General Assembly 2016（国際学会）

EGU General Assembly 2016（国際学会）
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 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

鉱物脈を用いたプレート沈み込み帯巨大分岐断層周辺での応力状態および駆動流体圧比の推定：延岡衝上断層の例

Imaging hydraulic fractures at Median Tectonic Line, Japan using multiply generated and scattered tube waves in a shallow
VSP experiment

Initiation process of a thrust fault revealed by analog experiments

コスタリカ沖沈み込み帯斜面に発達する大規模地震波反射面・不整合における物質変化を支配する堆積・変形・化学過程
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日本地質学会第122年学術大会

JAMSTEC/ODS研究集会「海溝型巨大地震の理解のために陸域アナログから何ができるか」

濱田洋平, 木村 学, 亀田 純, 山口飛鳥, 浜橋真理, 福地里菜, 北村有迅, 岡本伸也

木村 学

浜橋真理, 木村 学

Kimura, G., Hamahashi, M.

JAMSTEC/ODS研究集会「海溝型巨大地震の理解のために陸域アナログから何ができるか」

American Geophigical Union Fall Meeting（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

A succession of dynamic fault weakening in accretionary  prism from micro-scale 3-D observation of natural fault rock

地震津波切迫度

延岡付加体検層から南海トラフ地震発生帯をのぞき見る

Revisit of Criteria and Evidence for the Tectonic Erosion vs Accretion in East Asian Margin
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American Geophigical Union Fall Meeting（国際学会）

American Geophigical Union Fall Meeting（国際学会）

American Geophigical Union Fall Meeting（国際学会）

Symposium on subduction zone earthquakes in Nankai Trough and Japan Trench（招待講演）（国際学会）

Ootsubo, M., Miyakawa, A., Kawasaki, R., Sato, K., Yamaguchi, A. and Kimura, G.

Harris, R., Kameda J., Shimizu M., Ujiie K., Tsutsumi A., Ikehara M., Yamaguchi A., Hamada Y., Namiki Y. and Kimura G.

Kimura, G.
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Spatial heterogeneity of stress and driving fluid pressure ratio inferred from mineral vein orientation along seismogenic
megasplay fault (Nobeoka Thrust, Japan)

Hydrogeological and Seismic Responses to Incoming Materials at the Non-Accreting Margin, Offshore the Osa Peninsula, Costa
Rica

Revisit of the tectonic framework of the Nankai Trough and the Japan Trench

The Impact of Mass Movement and Fluid Flow during Ridge Subduction inferred from Physical Properties and Zeolite Assemblage
in the Upper Plate Slope of the Costa Rica Subduction Zone

 １．発表者名
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MMIJ Spring Meeting 2016

13th International Workshop on WATER DYNAMICS, Hydrogen in the Earth and Fluid Behaviors（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Tsuji, T.
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Kanagawa, K.

Saneatsu Saito and Weiren Lin

Cao, C., Jiang, F. and Tsuji,  T.

Symposium on subduction zone earthquakes in Nankai Trough and Japan Trench（招待講演）（国際学会）

AOGS 12th Annual Meeting（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年
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 ４．発表年

 ４．発表年
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Digital rock physics: Influence of mineral precipitation on interrelations among hydrological and elastic properties

Frictional properties of mudstones in the Nankai Trough accretionary prism

Core-log integration for rock mechanics using borehole breakouts and rock strength experiments: Examples from Costa Rica
subduction margin and Japan Trench

Effects of segmentation methods on physical and hydrologic properties for 3-D digital rock model
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Symposium on Subduction zone earthquakes in Nankai Trough & Japan Trench（招待講演）（国際学会）

Symposium on Subduction zone earthquakes in Nankai Trough & Japan Trench（招待講演）（国際学会）

Tsuji, T.

Ikeda, T. and Tsuji, T.

辻 健

Ikeda, T. and Tsuji, T.

JAMSTEC/ODS研究集会「海溝型巨大地震の理解のために陸域アナログから何ができるか」

The 12th SEGJ International Symposium
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 １．発表者名

 １．発表者名
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Pore pressure and stress state in the Nankai seismogenic fault: Insight from digital rock physics approach

Spatial and temporal variation of stress state in east Japan during the 2011 Tohoku-oki earthquake: Insights from S-wave
splitting analysis from ambient noise records

延岡衝上断層のデジタル化と南海トラフプレート境界断層との比較

Characterization of near-surface heterogeneity by integrating surface-wave phase velocity and attenuation
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東京大学地震研究所共同利用研究集会:「海溝の海側で生じる過程を探る：沈み込み帯へのインプット」（招待講演）

日本地震学会2015年度秋季大会

日本地震学会2015年度秋季大会　若手学術奨励賞記念講演（招待講演）

SEG 85th Annual Meeting（国際学会）

池田達紀, 辻 健

辻 健

Tsuji, T., Ikeda, T., Johansen, T. A. and Ruud, B. O.

辻 健

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年
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 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

雑微動を用いたS波スプリッティング解析

海域における地震波構造調査データの解析に基づくプレート境界断層の全体像の解明

Time-lapse seismic profiles derived from passive seismic interferometry in fluid-injection experiments

沈み込む海洋性地殻内部の断層群と、それがプレート境界断層に与える影響
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AOGS 12th Annual Meeting（国際学会）

第3回シンポジウム　海洋科学技術が切り拓く地球環境とエネルギーの未来（招待講演）
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辻 健
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辻 健

Tsuji, T., Jiang F. and Christensen, K.

Ikeda, T. and Tsuji, T.

日本地質学会第122年学術大会

AOGS 12th Annual Meeting（国際学会）
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 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

デジタルロックテクノロジーとCCS/U

南海トラフ熊野海盆の断層分布と泥火山の関係

Elucidating the Influence of Reservoir Conditions on CO2-Brine Behavior in Natural Sandstone via Lattice Boltzmann
Simulation

Characterization of Localized Heterogeneity in Shallow Formation by the Advanced Surface-Wave Analysis
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26th IUGG General Assembly（国際学会）

日本地質学会第122年学術大会

Lin, W.

山本由弦, 千代延 俊, 氏家恒太郎, 濱田洋平, 神谷奈々, 斎藤実篤, 山田泰広

Yamamoto, Y., Chiyonobu, S., Ujiie, K., Hamada, Y., Kamiya, N., Saito, S. and Yamada, Y.

Yamada, Y.

American Geophigical Union Fall Meeting（国際学会）

Taiwan-Japan Deep Drilling Science Symposium（招待講演）（国際学会）
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 １．発表者名
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Coseismic stress change in frontal prism during the 2011 Tohoku-oki earthquake examined from the Japan Trench Fast Drilling
project

房総半島から見いだされた沈み込み帯浅部の地震性すべりの痕跡

Earthquake rupture in shallow portion of subduction zone: An ancient record from the Ishido thrust (out-of-sequence thrust)
in Boso Peninsula, central Japan

An introduction to D/V Chikyu drilling expeditions
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Proceedings of the 21st Formation Evaluation Symposium of Japan（国際学会）

International Conference of Asian Marine Geology (ICAMG), Jeju（国際学会）

American Geophigical Union Fall Meeting（国際学会）

American Geophigical Union Fall Meeting（国際学会）

Yamada, Y. and Kyaw, M.

Yu, W. H., Lin, W. and Yamada, Y.

Yamada, Y., Sanada, Y., Kyaw, M., Kubo, Y. and Inagaki, F.

Yu, W. H.,  Sanada, Y., Kyaw, M., Kinoshita, M. and Yamada, Y.
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Challenges of Ocean Driling Science of Chikyu

Stress magnitude and orientation in deep coalbed biosphere off Shimokita ~IODP Expedition337 drilling project

Borehole temperature estimation based on various data acquired at IODP 337

The stress heterogeneity in the axis of Nankai Trough observed in the scientific drillings Borehole C0004B and C0010A,
NanTroSEIZE
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American Geophigical Union Fall Meeting（国際学会）

日本地震学会2015年度秋季大会
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木下正高, 北田数也, 松本浩幸, KR15-04航海乗船研究者
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Moscardelli, L. G., Mountjoy, J.J.,  Micallef, A., Strasser, M., Vanneste, M., Chaytor, J. D., Mosher, D., Iacono, C. L., 山
田泰広

Kinoshita, M., Kawamura, K. and Lin, W.

Lin, W., Tadai, O., Shigematsu, N., Nishikawa, O., Mori, H., Townend, J., Capova, L., Saito, S. and Kinoshita, M.

American Geophigical Union Fall Meeting（招待講演）（国際学会）

American Geophigical Union Fall Meeting（国際学会）
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 １．発表者名

南海トラフ室戸沖デコルマ先端における簡易間隙水圧プローブによる圧力勾配・透水率推定の試み

Submarine Landslides: What we Know and Where we are Going!

Estimation of sediment friction coefficient from heating upon APC penetration during the IODP NanTroSEIZE

Preliminary results of thermal conductivity and elastic wave velocity measurements of various rock samples collected from
outcrops in hanging wall of the Alpine Fault
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ILP2015 symposium: Lithosphere dynamics of sedimentary basins in subduction systems and related analogues（国際学会）

Symposium on subduction zone earthquakes in Nankai Trough and Japan Trench（招待講演）（国際学会）

Kinoshita, M., and Toki, T.

Kinoshita, M.

木下正高, 川村喜一郎, 林 為人

荒木英一郎, 木村俊則, 町田祐弥

ブルーアース2016

海洋工学シンポジウム
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 ４．発表年

 １．発表者名
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Possible constraints on hydrate dissociation in sedimentary basin: Sedimentation, compaction, deep-source fluid and
diffusion

How can we ‘know’ the  degree of earthquake urgency?

掘削孔へのピストンコア貫入時の摩擦発熱から地層の摩擦係数を推定する試み

南海トラフ地震断層を監視する海底孔内観測網の計画
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日本地震学会2015年度秋季大会

American Geophigical Union Fall Meeting（国際学会）

American Geophigical Union Fall Meeting（国際学会）

The 7th international conference on applied Geophysics in Thailand（招待講演）（国際学会）
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Araki, E., Kimura, T., Machida, Y., Miura, S. and Kodaira, S.
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Sanada, Y. and Eguchi, N.

荒木英一郎, 木村俊則, 三浦誠一, 小平秀一

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Change in anisotropic P-wave velocity observed by seafloor borehole observatory C0002G in the Nankai Trough subduction zone

S-wave anisotropy revealed by airgun seismic surveys using cabled seafloor seismometers in the Nankai Trough, Japan

Frontier of ocean science drilling explorations with Chikyu

エアガンと海底地震観測網を用いた南海トラフ地震発生帯における精密地震波速度計測の試み

 １．発表者名
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超深度掘削・観測による南海トラフ巨大地震切迫度評価 
http://www-solid.eps.s.u-tokyo.ac.jp/~gaku/nurge_index.html 
南海トラフ巨大地震切迫度評価N-URGE 
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3D Porosity Estimation of the Nankai Trough Sediments from Core-log-seismic Integration
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